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特許情報のテキストマイニング
の可視化
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化学・電気・機械分野の
TOSARグラフによる解析事例
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パテントドクメンテーション部会メンバー（９名）

• 桐山　勉　　　現コアパースン　（帝人知的財産ｾﾝﾀｰ　ＯＢ嘱託）
• 長谷川正好　前コアパースン　日科情報
• 川島　順　　　はやぶさ国際特許事務所
• 大山勝弘　　ＪＡＰＡ知財センター
• 都築　泉大阪工業大学大学院
• 玉置研一日本特許情報機構
• 田中宣郎　　日科情報
• 藤嶋　進田中貴金属工業
• 濱崎聡子(元)海上自衛隊
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２００６年度の活動（計画展開中）

• １．特許情報検索のための　　　　　　　　　
　　　サーチャー支援システムの動向検討

• ２．FugmannのDB構築理論（２冊）の　　　
　　　輪読を終えて ；３回シリーズ解説（準備中）

• ３．情報専門ジャーナルの　　　　　　　　　
　　　トピックス記事紹介（数回／年）

• ４．INFOPRO2006での活動発表（TOSARグラフ）

• ５．日米欧の知財関連ユーザー会活動情報の　
　　　収集と分析

• ６．その他の；情報交換
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特許情報の可視化
早稲田大学大学院教授、遠藤功氏の見える化（４つのバリエーション）

 
     「観える化」（全体を俯瞰して見る） 
         より広く、高いところから見る。 
 
 
           「見える化」 
基準 海水面                 基準 海水面  
       
        「視える化」（注意深く見る） 
 
         「診える化」（細部まで 
              深く見る） 
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特許情報の可視化（観える化）
図解イメージの効果による技術指紋と知財戦略の気付き化 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

IPI-ConfEX2005,RTIPより転載
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特許情報の可視化（観える化）

• 富士通の特許フローの追加
• ＡＴＭＳのスケルトンマップ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ｶﾀﾛｸﾞより転載引用
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特許情報の可視化
（見える化）

• 種別と公開時系列
– A：電動車椅子自身階段昇降可能
– B:車椅子用台車で階段昇降可能
– C:ガイドレール型リフト
– D:エレベータ利用型一般の市販の特許マップ

件数

時系列

種別
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特許情報の可視化（診える化）

• インパテック社のテクレスのクレーム解析　　
　特許マップ（新井氏、有賀氏）

• 東工大・奥村氏の特許請求項の構造解析
• 東工大・岩山氏のテキストマイニング可視化
• ＦｕｇｍａｎｎのＴＯＳＡＲグラフ
• その他
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ＦｕｇｍａｎｎのＴＯＳＡＲグラフ

• １９７４年学会発表、１９７５年論文掲載。　
　JCICA，　Ｒ．ＦＵＧＭＡＮＮ　etal,　　　
Vol.15,No.1,52-55(1975)　その他、数報

• TOpological　Representation　of　Synthetic
　and　Analytical　concept　Relations

• トポロジー的なドクメンテーション手法
• 商業的にはIDCシステムとして利用された
もの。
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TOSARグラフを取り上げた理由

• フーグマンは化学者であり、解説事例は　　
化学のものが殆どである。

• 「電気と機械分野にも本当に応用できるのか」
を確認したい。

• 本当に出来るのか各分野の３事例で演習。
• 合計９件の演習から可能性を判断したい。
• 検索式の作成に役だてることができないか？
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TOSAR
グラフの
記述ルール



12

化学の事例１（カーボン繊維）
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化学の事例２（海水による複合材料の腐食）
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機械の事例１（シートベルト補助装置）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

シートベルトが挿通されるシートベルト挿通孔
を有しシートまたは車体に取り付けられたバッ
クルに係脱されるタングに、設けられる車両用
シートベルト補助装置であって、前記タングの
シートベルト挿通孔によって区画されるシート
ベルトの、着座乗員の肩部に掛け回されるショ
ルダベルト部と、着座乗員の下腹部に掛け回
されるラップベルト部の互いの角度が所定角
度より小さくならないように規制する角
度規制手段を備えることを特徴とする車

両用シートベルト補助装置。

特開2001-163172
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機械の事例１（シートベルト補助装置）

　　　は論理和を示す。OR
　　　は論理積を示す。AND
　　　はOR/AND

クレームに見えない部分

位置調節

タング12

（警報装置）シートベルト装置

（電気的装置）

（駆動部）

（巻取器、収納装置）

バックル

ショルダベルト

ラップベルト

装置

部品構成 シートベルト

補助装置20

機能１；固定、規制

部品細部

機能２；角度調整

ベルト規制（２８，２９）

折れ点
(22a,b,c,d)

タングに対する固定（２６）

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ挿入孔
12a

ﾗｯﾌﾟﾍﾞﾙﾄ挿入規制孔
（切れ込み溝）（２５）

角度ロック

細部部品構成

基板（２２）

ｼｰﾄﾍﾞﾙﾄ挿入規制孔
（切れ込み溝）（２４）

基板（２２）

材質A 材質B

参考解説

セグメント

特開2001-163172
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機械の事例２（へびロボ走行装置）

【請求項１】車体と、前記車体の両側にそれぞれ走
行方向に沿って配置され、所定の間隔を有し少なく
とも一つが駆動機構により駆動される複数のプーリ
と、これら複数のプーリの間にかけ渡されたクロー
ラベルトとを備え、前記車体を双方向に走行させる
ことが可能なクローラ走行機構と、前記車体の前部
に揺動の支点を有し、駆動機構によりこの支点を中
心に揺動動作が可能であり、前記車体の一走行方向
に伸びる車輪アームと、前記車輪アームの先端に装
着された車輪と、前記クローラ走行機構の走行と前
記車輪アームの揺動動作とを制御して走行を行わせ
る走行制御機構と、前記車体の前部に揺動の支点を
有し駆動機構によりこの支点を中心に揺動動作が可
能であり前記車体の上方の先端に伸びる載置台アー
ムと、前記載置台アームの先端に装着された載置台
と、前記車体の水平面に対する傾斜角に応じて前記
載置台アームの前記車体に対する傾斜角を制御する
載置台アーム制御機構とを具備し、前記車輪アーム
の揺動の支点と前記載置台アームの揺動の支点とが、
前記複数のプーリの中の前記車体前部に配置された
一つのプーリの回転軸と同軸に形成されていること
を特徴とする走行装置。

 

特許　第3557460号
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機械の事例２（へびロボ走行装置）

 
特開2001-163172
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機械の事例３（スーパー飛行船）

【請求項１】エンベロプを形成するガス嚢に、ミッション高度におい
て外界大気との気体の出し入れを原則的にゼロとして、内圧の上昇を
押さえ込む耐圧性を持たせ、内圧と外界大気圧との差圧によりエンベ
ロプに必要な剛性を保持させるスーパー・プレッシャ構造を持たせ、
エンベロプの上部外面に太陽電池を配設し、この太陽電池の設置面下
に、その太陽電池からの熱がエンベロプ内に充填した浮揚ガスに伝わっ
て内圧が上昇するのを防ぐ放熱手段を設けた、ことを特徴とするスー
パー・プレッシャ型高々度飛行船。

 

（特開2000-280989）
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機械の事例３（飛行船）
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電気の事例１（緊急時の異常処理連絡網）

 

【請求項１】緊急時の携帯電話機の発信呼
を、基地局の呼中継転送機能を利用して
隣接する基地局、基地局制御装置、移動
交換局を経由して電話交換網との接続を
可能としたことを特徴とする携帯電話サー
ビス方法。

【請求項２】基地局が電話公衆網とリ
ンク断を検出した際に中継局として呼
転送制御を行い、携帯電話機からの発
信呼を受け取った基地局は、電話公衆
網とのリンクが断の場合、隣接する基
地局に前記発信呼を中継し、前記転送
された前記携帯電話機からの発信呼は
基地局制御装置に呼接続する基地局に
まで中継転送されて、前記基地局制御
装置から移動体交換局を介して電話公
衆網との通信接続を行う、ようにした
ことを特徴とする携帯電話サービス方
法。
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電気の事例１（緊急時の異常処理連絡網）
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電気の事例２（SD-HC；特開2005-227986）
【請求項１】 半導体領域上に第１絶縁膜を形成する工程と、前記第１絶縁膜
上に第２絶縁膜を形成する工程と、前記第２絶縁膜上に第３絶縁膜を形成する
工程と、前記第３絶縁膜上にフォトレジスト膜を形成し、前記フォトレジスト
膜に所定のコンタクトホールパターンを転写する工程と、前記フォトレジスト
膜をマスクとして前記第３絶縁膜をテーパエッチングする工程と、前記第３絶
縁膜をマスクとして前記第２絶縁膜をエッチングし、前記第２絶縁膜にストレー
ト状のコンタクトホールを形成する工程と、前記第２絶縁膜に対して高い選択
比を有する条件で前記第１絶縁膜をエッチングして、前記第１絶縁膜にストレー
ト状のコンタクトホールを形成するとともに、前記第２絶縁膜のコンタクトホー
ルを上部よりも下部が狭いテーパ状に形成する工程とを具備することを特徴と
する半導体装置の製造方法。
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電気の事例２（ＳＤＨＣ）
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電気の事例３（生体認証；WO2004/023390）
【請求項１】所有者についての秘密情報を記憶する秘密情報記憶部（１２）と、 認証対象
者のバイオメトリクス情報を入力するバイオメトリクス情報入力部（４）と、 該バイオメ
トリクス情報入力部（４）より入力された該バイオメトリクス情報から照合用バイオメトリ
クス特徴情報を抽出する抽出部（５）と、 該抽出部（５）によって抽出された該照合用バ
イオメトリクス特徴情報と参照用バイオメトリクス特徴情報とを比較・照合する照合部（７）
と、 該照合部（７）による照合の結果、該照合用バイオメトリクス特徴情報が該所有者本
人のものであると認識されると、その認証結果を保持する認証結果保持部（８）と、 該秘
密情報記憶部（１２）に記憶された該秘密情報を外部に出力可能な秘密情報出力部（１３）
と、 該認証結果保持部（８）に保持された該認証結果が、該照合用バイオメトリクス特徴
情報が該所有者本人のものであることを示す場合に、該秘密情報出力部（１３）に前記秘密
情報記憶部（１２）に記憶された秘密情報を出力させる通信制御部（１０）と、 該秘密情
報出力部（１３）が未使用状態であることを検出可能な未使用状態検出部（１１）と、 該
秘密情報出力部（１３）が未使用状態であることを該未使用状態検出部（１１）が検出した
時に、該認証結果保持部（８）に保持された該認証結果を削除する認証結果削除部（９）と
をそなえることを特徴とする、電子記憶装置。
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電気の事例３（生体認証）

装置を中心に書いたＴＯＳＡＲ

　　　は論理和を示す。OR
　　　は論理積を示す。AND
　　　はOR/AND

（電子記憶装置、認証装置および認証方法）

クレームに見えない部分

電子記憶装置・認証装置（ICカード装置1a）

（指紋センサーの構造）

制御手段２

装置部品

装置部品１

再公表WO2004/023390号（バイオ認証装置）のＴＯＳＡＲグラフ

装置

通信
アンテナ部

認証（→ログイン）

カード部
（３ａ）

本体(２a)

装置部品２

蝶番
(１７)

秘
密
情
報
部

記
憶
部

（
１
２

）

抽
出
部

（
５

）

参
照
用
バ

イ
オ
マ
ト
リ
ク
ス

特
徴
記
憶

部

（
６

）

照
合
部

（
７

）

未
使
用
状
態

検
出
部

（
１
１

）

認
識
結
果

削
除
部

（
９

）

認
識
結
果

保
持
部

（
８

）

通
信
制
御
部

（
１
０

）

秘
密
情
報

出
力
部

（
１
３

）

バ
イ
オ

メ
ト
リ
ク
ス

情
報
入

力
部

（
４

）
、

指
紋
セ

ン
サ
ー

（
４
１

）

Ｃｌａｉｍ１～７；電子記憶装置
Ｃｌａｉｍ８～１０；認証装置
Ｃｌａｉｍ１１；認証方法
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電気の事例３（生体認証；W02004/023390）
プロセス中心で書いたＴＯＳＡＲ（都築△、田中△）
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電気の事例４（超小型ICタグ特開2005-227986）
【請求項１】証明書データの発行元たる証明書データ生成装置であって、 使用権限者を特
定するＩＤと、当該使用権限者の使用権限の有無に応じてオン又はオフの状態とされるフラ
グとを有する前記証明書データを記憶するデータベースと、 外部の記憶装置にアクセスす
るためのアクセス手段と、 前記フラグがオンの状態の前記証明書データを使用可とすると
ともに、前記フラグがオフの状態の前記証明書データを使用不可とする使用可否設定手段と、
当該証明書データ生成装置において前記使用権限者とする前記ＩＤと、オンの状態の前記フ
ラグとを互いに関連付けて有する前記証明書データを生成し、前記データベースに記憶させ
る生成手段と、 前記生成手段によって生成された前記証明書データを前記データベースか
ら読み出し、オンの状態の前記フラグを変更することなく前記アクセス手段を通じて前記記
憶装置に記憶させるとともに、前記フラグをオフの状態に変更して前記データベースに記憶
させるデータ処理手段と、 を備えたことを特徴とする証明書データ生成装置。
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電気の事例４（超小型ICタグ特開2005-227986）

システム←→装置←→通信の相関についてのＴＯＳＡＲ
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電気の事例４（超小型ICタグ特開2005-227986）

装置←→デバイス←→装置の相関についてのＴＯＳＡＲ
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３分野の９事例の
　　　　演習から判明したこと

• １．演習をすると、理解には個人差がある　
　ことが見えて来たので、今後も検討する。

• ３．理解が進むにつれて、TOSARグラフの　
　　　描き方のKHが体験できた。

• ４．代表図と共に、テキスト情報　特に、クレー
ムに対する重要なドクメンテーション手法の
一つであることが判明。
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TOASRの結論（詳細）

• １．TOSARグラフは化学分野以外の電気
及び機械分野の技術文献（特許を含む）に
適用可能である。但し、
– 化学分野の「プロセス」に相当する所において、
「機能」になったりする。

– 更に、電気分野においては上下あるいは階層
（ハイアラーキー）関係（例えば、素子ーデバイ
スー装置ー機器ーシステムなど）や、ネットワー
ク構造を備えるものが多い。
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TOASRの結論（詳細）
• ２．TOSARグラフは難解文章（特許請求の範囲な
ど）を可視化により､判り易く示すことができる。

• ３．TOSARグラフを複数作成しても、各ノードによ
り合成は可能である。（例えば特開2005-227986）

• ４．TOSARのノード間の関係を示す矢印を挿入す
ると更に解り易くなる。

• ５．TOSARグラフにより全文検索システムの不備
を補う、文法を備えた検索システムが提供可能で
ある。
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特許情報の
テキストマイニングの可視化

• Ａｕｒｅｋａ、ＳＴＮ－ＡｎａＶｉｓｔ、Grain-Growthなどは
特許情報の群の相関表示。

• TOSARグラフは、難解なテキスト情報のトポロジ
カル可視化に適している。（特に、特許請求の範
囲など）

• この様な構文的な文法を取り扱う可視化は、他
のシステムから際立って特長的である。

• 検索式の作成支援の可能性については、今後
の検討とする。（セグメント中心の検索式作成）

• ご静聴有難うございました。
– 質問を３つ下さい。


